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研究成果の概要（和文）：2010年よりうつ病の認知行動療法（Cognitive behavioral therapy：CBT）が保険診
療の対象となったが、わが国ではCBTの治療者数は不足している。本研究は、医療現場でのうつ病のCBT普及法の
確立を目指し、CBT初学者が効果的にCBTを実践するためのCBTオンライン・コンサルテーションシステムを開発
した。また、CBT初学者がCBTセッションをより実施しやすくするインターネット支援型CBTプログラムを、コン
サルテーションを受けながら実施し、その有用性を確認した。

研究成果の概要（英文）：Cognitive Behavioral Therapy (CBT) for depression has been covered by the 
Japanese national health insurance since 2010, but the number of CBT therapists is limited. This 
study aimed to develop a consultation system to disseminate CBT for depression at medical 
institutions. We developed an online consultation program to help beginners practice CBT 
effectively. In addition, an internet-assisted CBT program that makes it easier for CBT trainees to 
conduct sessions was implemented with this consultation system, demonstrating CBT to be effective.

研究分野：認知行動療法、うつ病

キーワード： 認知行動療法　うつ病　EBM　普及実装法　医療の質
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研究成果の学術的意義や社会的意義
CBTのオンライン・コンサルテーションシステムは、わが国の臨床実情に合わせた形での教育アウトリーチ手法
で、これまでCBTを実施されてこなかった医療機関において効果的にCBTが実施できた。わが国ではCBT治療者数
は不足しているため、CBTの普及実装法を確立した点で学術的意義は高く、また臨床的アンメットニーズ克服の
ための手段の一つとして社会的意義が大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
うつ病は有病率の高い疾患の一つで、疫学調査で報告されたわが国における生涯有病率
は 6.1％にのぼる (Ishikawa et al., 2015) 。また、うつ病は休業や自殺と関連することから
その社会的損失は甚大で、わが国において年間 3兆円に上ると見積もられている（Sado et 
al., 2011）。さらに、WHOによると、うつ病の健康損失を考慮した疾病負荷は、全疾患の中
の第 11番目の大きさを占め（Murray et al., 2012）、2030 年までには第 2番目、そして先
進国では疾病負荷が最も大きな疾患になると推定されている（Mathers & Loncar., 2006）。 
認知行動療法(Cognitive behavioral therapy：CBT)は、物事への考え方や対処行動パター
ンの幅を広げる訓練を通して問題解決を図っていくことを目指す短期精神療法である。う
つ病急性期治療に対するCBTは、薬物療法と同等の治療効果を有することが認められてお
り（Amick et al., 2015）、抗うつ薬にCBTを併用するとCBT終了後の再発予防効果も 1年
に及ぶことが示されている(Nakagawa et al., 2017)。このようなエビデンスから、CBTは
国内外の主要なうつ病治療ガイドラインにおいて薬物療法と並んで推奨治療に位置づけら
れており、わが国では 2010 年より保険診療の対象として認められるようになった。しかし
ながら、わが国では訓練を受けたCBTの治療者数は足りておらず、一部の都道府県では診
療報酬の請求が年間 10 件に満たないことが報告されていることから（厚生労働省第４回
NDB オープンデータ, 2018）、医療現場におけるCBTの普及が喫緊の課題となっている。 
CBT をわが国の医療機関において普及するのにあたり、quality control は欠かせない。
米国や英国では臨床心理学系大学院などで治療者育成システムが整備され、質が確保され
た CBT が提供されているが、日本を含む世界の多くの国々では CBT 治療者育成体制の整
備が喫緊の課題となっている。わが国では質の高いCBTの全国規模での普及・実装を目指
し、厚生労働省うつ病認知療法・認知行動療法研修事業が 2011 年より開始され、これまで
に 1000 名以上の医療者が研修を受講してきたものの、依然として CBT 治療者は不足して
いる。また、CBT 研修を受けた者であっても、わが国の現在の診療体制下では、自信を持
ってCBTを患者に継続的に実践していくのには困難がある。 
 CBT 普及の観点から近年、オンラインCBTが登場し、その費用対効果が高いことが確認
されているものの、単独で実施した場合は治療中断率が高いことが示されている(So et al., 
2013)。そこで、治療者との対面セッションとオンラインCBTを組み合わせた、ブレンド型
CBTと呼ばれる新しい実施形式が登場している。ブレンド型CBTのメリットは、オンライ
ン CBT プログラムを使い効率的に CBT を実施しながらも、セラピストが患者のニーズに
合わせてセッションを調整することで、相互補完しながら有効性を高めることにある（van 
der Vaart et al., 2014）。 
 
２．研究の目的 
本研究は、わが国での医療現場におけるうつ病のCBT普及法の確立を目指し、CBT初学
者が効果的に CBT を実践するための CBT オンライン・コンサルテーションシステムを開
発する。また、CBT 初学者はコンサルテーションを受けながら、CBT セッションが実施し
やすいように開発されたインターネット支援プログラムを用いてCBTを実施し、その有用
性を検討する。 
 
３．研究の方法 
（１）CBTオンライン・コンサルテーションシステムの開発 
CBT 初学者が所属する医療機関と CBT コンサルテーション担当者が所属する医療機関
をオンライン会議システムで結び、CBT初学者が実施するCBTセッションを 2回に 1回の
間隔で、30-60 分程度のコンサルテーションをオンラインで行う。コンサルテーション担当
者は厚生労働省うつ病 CBT 研修事業のスーパーバイザーもしくは慶應義塾大学病院 CBT
外来においてCBT実施経験が豊富な医師・公認心理師等の専門職が担当し、コンサルテー
ション担当者の質を担保する。CBT初学者は CBTセッションで行ったことや、行えなかっ
たことを「コンサルテーション振り返りシート」に記録し、オンライン・コンサルテーショ
ンを受ける。コンサルテーションのなかで、CBT初学者は CBTコンサルテーション担当者
からフィードバックを受け、CBTを実施する際に留意事項を学習する。アウトカムとして、
オンライン・コンサルテーションシステムの医療機関採用率、CBT fidelity 遵守度、使い勝
手を評価する。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）CBT初学者が所属する医療機関で実施されるCBT（インターネット支援型CBTプロ
グラム）の効果 
本研究では、研究実施機関に通院する外来うつ病患者に対してブレンド型認知行動療法
を実施し、その臨床的有用性を評価する。研究デザインは、ランダム化waiting-list 対照比
較試験である。本研究のブレンド型CBTプログラム は、研究の介入期間の 16 週間に、基
本的には毎週実施され、その間主治医による通常治療も並行して実施される。ブレンド型
CBTセッションは原則 1 回 30 分～50 分で、初回はアセスメントと治療目標の確認、心理
教育、インターネットの使い方の指導が行われる。以降のセッションでは、行動活性化、認
知再構成、問題解決技法と介入を行っていくが、16 週間で少なくとも 8 回以上のセッショ
ンは実施しなければならない。評価は、介入前（0Wk）、介入終了（16Wk）、4M後観察（32Wk）
に実施する。主要評価項目は、介入前後のうつ症状の改善（Quick Inventory of Depressive 
Symptomatology：QIDSの得点減少） 
 
 
４．研究成果 
（１）CBTオンライン・コンサルテーションシステムの開発 
インターネット支援型認知行動療法ツール（実施マニュアル、介入マテリアル、動画等）の
作成、CBT コンサルテーション用のツールを作成し、CBTオンライン・コンサルテーショ
ンシステムを構築した。23 研究参加機関のうち、21 機関（83.3％）で CBTオンライン・コ
ンサルテーションシステムを導入してCBT を実施できた。21 機関で 39 例が登録された。
2020 年～2022 年は新型コロナ感染拡大により対面面接を制限する機関も多く、リクルー
トや実施に苦慮した。一方で、コンサルテーションをうけたCBT初学者からの聞き取りか
ら「インターネットやノートなどツールを活用した認知行動療法は手順が明確であり、非常
に取り組みやすかった」「コンサルテーションを通じて、目前の患者の病態の捉え方や困り
ごとの解決への道筋、また次回への注意点など非常に具体的なご助言をいただき、安心して
取り組むことが出来た」などのポジティブなフィードバックを得て、有用なCBTコンサル
テーションシステムであることが示唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

CBT オンライン・コンサルテーションシステムの概要 



 
（２）CBT初学者が所属する医療機関で実施されるCBT（インターネット支援型CBTプロ
グラム）の効果 
合計 44 例が登録され、39 例（CBT 群 n=19、待機群 n=20)に介入を実施した。CBT 群の
介入前のうつ症状重症度QIDS 得点は 14.7 点であったが、介入後は 6. 3 点に減少し、4ヶ
月フォローアップでは 5.4 点と改善を維持した。待機群の介入前のQIDS得点 6.3 点、介入
後は11.0点であった。介入後のうつ症状改善に両群間で有意差を認めた(F=10.8, p=0.002)。 
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